
杉

並

区

議

会

議

長

小

泉

や

す

お

様　同同同同同同同同同杉
並

区

議

会

議

員

太河伊小渡北す横小大
　　　　　　ぐ
田野田野辺　 ろ田倉熊

　　と
哲庄し清富明奈政順昌
　次ゆ　士
二郎き人雄範緒直子巳

　　　　議．
　　右　員
　平の　提
　成議精出
　二案神議
　十を障案
　二提害第
　年出者八
　十すに号
　二る対
　月

゜

す

　七　 る

　日　福
　　　祉
　　　手
　　　当
提　　等
出　　福
者　　祉
　1　制
　　　度
　　　の
　　　改
　　　善
　　　を
　　　求
　　　め
　　　る
　　　意
　　　見
　　　書



F

L

l

i

F



　を自　い害所　 して知体　況は患
現得立こ状者等精てい的’平に’患精
在ま支の況はへ神はる障知成あ本者神
’せ援たに’通障精も害的十り人が疾
国ん法めあ家う害神の者障八ま及継患
に゜本’りにご者障での害年すび続は
　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　、お

い

て

新

た

な

障

害

者

福

祉

制

度

の

構

築

に

向

け

て

検

討

が

進

め

ら

れ

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

来精ま引と．が害あ方者に
の神すきが地者り々に施
目障゜こで域がまと対行
的害
で者
あに
るは
障’
害生
者活
の上
自の
立困
を難
促と
す不
こ安
とが
に拡
逆が
行つ
して
てい
いま
るす
現゜
状こ
にの
あご
ると
とは
言’
わ障
ざ害
る者

年めか
金てで
一 低’
で額社
すで会
らあ復
支り帰
給まの
さす訓
れ゜練
て大の
い多場
な数で
いのあ
人精る
も神作
多障業

もき社取す同すさ
つた会り゜じるれ
てとの残しよ法た
いし一さかう律一
るて員れしにが障
現もとて’精’害
状’しい福神本者
にそてる祉障法自
あご生のサ害律立
りで活が1者に支、

　のし現ビも一援コ

障賃て状スー本法
宝金いでの福化一ロ

基はくす対祉さで
礎極な゜象サれ’

に1集一
なビ約れ
つスさま
た一れで
にのま三
も対しつ
か象たに
かと゜分
わなこか
らつのれ
ずたこて
’ことい
手とはた
当を’精
面意身神
に味体’
関し’身

家的
族に誰
に働も
しくが
かこ罹
わとり
かが．う

ら困る
な難極
いであ
場あて
合る普
がこ遍
多と的
くやな

” 疾

社こ病
会ので
一 疾す
般病゜
ののし
理一か
解苦し
がし　’

正さこ
し　’の

く辛疾
得さ病
ら一の
れなた
てどめ
いに

’

なっ精
いい神
状て疾

精

神

障

害

者

に

対

す

る

福

祉

手

当

等

福

祉

制

度

の

改

善

を

求

め

る

意

見

書



東厚内参衆

　生閣　　　議議京

都
労総

働理
院院

　　　議議知

　大大

事臣臣長長

あ

て

杉

並

区

議

会

議

長

名

平

成

十

年

十

月

七

目

　強るのい　
り

以く現創たよま
上要状設だつす

’

請ををきて゜
地し十早”
方ま分急精杉
自す理に神並
治゜解講障区
法

第

九

十

九

条

の

規

定

に

基

づ

き

意

見

書

を

提

出

し

ま

す
o

いず害議
たる者会
だよがは
きう地’
’強域国
現くで会
在要安及
区請心び
市すし政
町るて府
村と生に
でと活対
実もでし
施にき’
し’る精
て東よ神
い京う障
る都な害
福に所者
祉対得の
手し保お
当’障か
の精をれ
拡神はて
充’

障じい
措害める
置者と現
をのす状
講おるを
ずか福十
るれ祉分
よて制理
うい度解


